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International Exchange

国際交流

第20回日中運輸経済技術交流会議

日時：平成23年11月22日（火）
場所：運輸政策研究機構運輸政策研究所（東京）

1──日中運輸経済技術交流会議について

日中運輸経済技術交流会議は，両国

の交通運輸分野の研究等について意見

交換を行い，当該分野における両国の

発展を目的とした会議である．

会議は日中が交互に幹事国となり第

20回目となる今回は東京での開催と

なった．

中国側は，政府機関である国家発展

改革委員会総合運輸研究所から汪

副所長を含め6名の研究員が参加した．

一方，日本側からは，国土交通省国土交

通政策研究所の飯塚裕所長を含め，国

土交通省から6名，当研究所からは杉山

武彦運輸政策研究所長を含め22名の

研究員等が出席した．

会議は，3セッション7テーマとサブ

セッションで合計8テーマについて，日中

双方の研究者が発表を行い，闊達な議

論が展開された．

2──中国国家発展改革委員会総合運輸

研究所の発表要旨

2.1 「第12次五カ年計画」総合交通運輸発展

国家発展改革委員会総合運輸研究所副所長

汪 

第12次五ヶ年計画では，都市内およ

び都市間交通のサービス向上や地域間

の格差是正などを背景に計画されてい

る．一方で，効率的な土地利用，エネル

ギー問題，開発資金といった制約や環

境問題への配慮も必要となり，例えば環

境問題は，低炭素な交通システムの実現

や排気ガスなどの都市環境の改善，自

然環境や水環境の保護などにも取り組

まなくてはいけない．この様な背景か

ら，第12次五カ年計画では4つの転換

を図ることを目指している．

①交通機関ごとの整備から総合交通へ

の転換

②土地・資源のみの投資から技術革新

への投資の転換

③交通基盤施設建設重視から基盤整備

とサービス重視へのシステムの転換

④幹線交通の整備から乗継施設整備へ

の転換

この転換を実現させるために，以下

に示す「地域間交通ネットワークの向上・

完成」が必要である．

① 高速鉄道・地域間幹線鉄道・石炭運

輸専用鉄道の整備・分離

② 建設中の高速鉄道の完成と需要が

高い路線の建設

③ 長江流域の運河建設

④ 石炭・石油・鉄鉱石・コンテナ等輸送

システムの完成

⑤ 国際ターミナル空港と他空港を接続

した全空港ネットワークの発展

また，第12次五カ年計画では，シーム

レスな乗換えを実現するターミナル建設

や交通に関する技術・情報システムの改

善，総合的な交通体系，環境にやさしい

省エネルギーな交通サービスの発展に

ついて，目標を定めている．

9:00～9:10 開会挨拶
運輸政策研究機構運輸政策研究所所長 杉山 武彦
国家発展改革委員会総合運輸研究所副所長 汪   

9:10～9:50 「第12次五カ年計画」総合交通運輸発展
国家発展改革委員会総合運輸研究所副所長 汪   

9:50～10:30 運輸企業の組織的安全マネジメント手法に関する調査研究
国土交通省国土交通政策研究所主任研究官 内山  仁

10:50～11:30 中国高速鉄道計画発展計画とプロセス
国家発展改革委員会総合運輸研究所研究員 仁

11:30～12:10 日本の磁気浮上式鉄道の技術開発と中央新幹線計画
運輸政策研究機構運輸政策研究所主席研究員 伊東  誠

13:40～14:20 公共交通機関の津波対策に関する調査
前運輸政策研究機構運輸政策研究所主任研究員 藤﨑 耕一

14:30～15:10 「第12次五カ年計画」港湾建設の重要点
国家発展改革委員会総合運輸研究所主任・研究員 萍

15:40～16:20 中国物流政策発展の経緯と動向
国家発展改革委員会総合運輸研究所主任・研究員 浩

16:20～17:00 アジア圏国際物流の高度化と政策対応
運輸政策研究機構運輸政策研究所所長 杉山 武彦

17:20～17:50 総括
国家発展改革委員会総合運輸研究所副所長 汪   
運輸政策研究機構運輸政策研究所所長 杉山 武彦

18:00 閉会

第20回日中運輸経済技術交流会議プログラム




